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前回（ニーズ調査結果報告書に対
するご意見）で質問させてもらい
ましたが、重層的支援体制整備事
業については、この計画には入ら
ないのでしょうか。あの時、子育
て支援課からご回答いただいた内
容は、利用者支援事業の説明だっ
たと思いますが、今後の取り組み
には、この重層的な支援のネット
ワーク化を是非、目に見える形で
取り組んでいただければと思いま
す。

　重層的支援体制整備事業は、上位計画であ
る第5次地域福祉計画（案）に掲載される予
定です。本計画には、当事業のうち子育て分
野の事業として、こども家庭センター運営事
業、地域子育て支援拠点事業、利用者支援事
業等について記載しています。関係機関と連
携し、子育て家庭に寄り添った支援を行って
いきます。
　また、第2回会議の参考資料1の19ページ、
高齢者・地域福祉課からの回答をご参照くだ
さい。

無 子育て支援課

P71
P80
P86

2

No.9 育児支援事業

⇒拠点など地域に出向いての育児
相談というのは、新事業ですか？
各団体や拠点の要請があって出向
くということになりますか？

　地域に出向いての育児相談は、新事業では
なく現在も実施している事業です。
地域で活動している子育て広場や拠点等から
の依頼で、出向いて育児相談等実施していま
す。

無 地域保健課 P72

地域保健課

学校支援課

保育こども園課

　一時預かり利用者負担軽減事業を実施し、
経済的に苦しい家庭や支援が必要な家庭の一
時預かり事業の利用料を助成しています。

無 保育こども園課

　育児支援助成事業の第一子からの適用につ
いては、予算に限りがあるため、現時点では
実施が難しいです。

無 子育て支援課

5

No.28 ファミリー・サポート・セ
ンター事業

⇒｢スタッフ会員の増加に努め｣と
あります。このことは、サポート
の充実という意味でとても大事な
課題です。ただ予算が毎年少しず
つ削減されている状況で、数年前
には、スタッフ会員の養成講座も3
回から2回になりました。その中
で、この施策内容を実現化してい
くことはなかなか厳しい状況です
が、何か具体的な方策があります
か。

　スタッフ会員の養成講座については、限ら
れた回数の中で、周知を強化し、受講者の増
加に努めてまいります。

無 子育て支援課 P79

和歌山市こども計画素案に対するご意見
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No.18　5才児相談事業
夏に5才児担任と1年生担任を対象
とした研修会を実施します

⇒この研修を受ける対象者は、全
校全園の先生ですか？就学前相談
の子を受け持つ先生のみになりま
すか？

P76
　公私幼稚園、保育園、認定こども園の年長
児の担当と市立小学校の1年生担任を対象に
ご案内をしています。

有

4

No.25 一時預かり事業の充実

⇒経済的負担の軽減については骨
子案のなかでも取り上げられてい
ました。
経済的に苦しい家庭は増えている
と実感しています。ファミリー・
サポート・センター事業も重要な
子育て支援事業です。3人目から使
える「育児支援助成事業」では、
対象者は限られてくるので第一子
からの適応を是非ご検討くださ
い。

P79

参考資料
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No.29　地域子育て支援拠点事業
SNSや健診時でのチラシ配布等によ
り認知度向上に取り組みます

⇒これは子育て支援課から、各保
健センターに配布要請を行うとい
う形ですか？

　そのとおりです。子育て支援課から各保健
センターに依頼します。 無 子育て支援課 P80
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No.37 地域とともにある学校づく
り
No.112 信頼される学校づくり

⇒HPに『コミュニティスクールに
ついて、「子供も大人も共に育
ち、育て合う」という願いのも
と、地域の方々が学校を支援する
取組です。』
との説明がありました。「子供も
大人も共に育ち、育て合う」とい
う理念は素晴らしいと思いまし
た。「どういう子に育ってほしい
か」というだけでなく、大人や教
職員が、実際に子ども自身の声を
聞いて取り組まれているというこ
とでしょうか？もしそうなら、取
り組み内容に是非その文言を入れ
ることはできませんか
また、この場合の「学校評価」と
はどういう判断、内容で行われる
のでしょうか。

　各学校でスクールプラン（学校運営計画
書）を作成し、取り組んでいます。スクール
プラン作成のために、学校教育目標やこれま
での取組、子供の実態・アンケートなどを活
用しています。その表現方法や内容は多岐に
わたるため具体的な文言は入れず、総括した
表現をしています。
　評価の観点は「確かな学力の向上」「豊か
な心の育成」「健やかな体の育成」「地域と
ともにある学校」です。これらの観点に関す
るアンケートを子供、保護者、教職員に行
い、次年度に生かしています。

無 学校教育課
P81
P103

　公立全園全校です。
対象は、幼小連携・接続担当者に案内してい
ますが、複数の参加も認めています。

無 学校教育課

　公立保育所、認定こども園全園の保育士が
対象です。

無 保育こども園課

9

No.59 保育士の確保

⇒この項目の、実現可能な、ある
いは実現に向けての具体的な目標
や予算確保はありますか。

　保育周辺業務を行う無資格者を雇い上げた
費用の一部を補助する事業を実施し、保育業
務の負担軽減を図っています。具体的な目標
は、保育士を確保することにより、待機児童
数を0にすることです。

無 保育こども園課 P89

　保育こども園課では子どもの発達状況や保
育士の配置状況に応じ、発達に課題のある子
どもの受け入れに努めているところです。

無 保育こども園課

　療育園後、手帳所持児童については、日中
一時支援事業を利用することにより、保育支
援を受けることが可能です。

無 障害者支援課

No.66 障害児保育事業の充実

⇒発達課題のある子の受け入れ先
がなかなか見つからない。また療
育園での保育を必要と認められる
子の場合、親が就労や復帰をあき
らめざる負えないということが起
きています。この問題に対しての
解決策(療育園と放課後等デイサー
ビスの併用を可能にするなど)あり
ますか？

10 P91

8

No.56 保幼こ小交流及び研修会の
実施

⇒この研修を受ける対象者は、全
校全園の先生ですか？就学前相談
の子を受け持つ先生のみになりま
すか？

P88
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基本目標４(１)
 ひとり親家庭への支援

⇒養育費確保（P93-No.78）など以
外にも様々な相談があると思いま
すが、面会交流の問題について
は、難しい問題が起きています。
裁判で決まっているということ
で、子どもの気持ちを無視して面
会交流が行われる。Dvモラハラの
場合など、親が精神的に追い詰め
られる等。こども家庭課などの立
会いの元実施する、10歳未満でも
子どもの気持ちを尊重する、など
の手立てが必要と思います。

　弁護士による相談では、養育費だけではな
く、面会交流に関する様々な相談も受けてい
ます。これについて、養育費等の“等”に含
んでいましたが、より明確化するために、計
画案（会議資料1、P93-No.78）に面会交流を
追加しています。
　なお、様々な問題が起きないよう、事前に
弁護士に相談いただく事業となっています。

有 こども家庭課 P93

12

基本目標４(２)
障害のある子供と家庭への支援

⇒様々な支援の充実が図られてい
ると思いますが、障がいのある子
の親同士の交流ができるピアサ
ポートの場が必要と思います。同
じ立場で不安やしんどさを出し合
うことで、共に乗り越えていく力
になるような支援も盛り込んでい
ただけるといいと思います。

　ピアサポートは、障害の内容ごとに自助で
グループを作って活動しており、グループか
らの相談の際、対応をています。現在、交流
の機会を行政主導で行うことを予定していま
せん。

無 障害者支援課
P94～
P96

　子どもを対象にした人権出張講演も行って
おり、その時の参加者である、子ども自身の
声を聞いています。これからも、講演依頼が
あれば実施していきたいと考えています。

無 人権同和施策課

　令和5年4月に「こども基本法」が施行さ
れ、子供たちは自分たちの声を聴き入れら
れ、意見が尊重されることで、自尊感情の育
成につながっていきます。
　学校全体で人権教育に取り組む中で、子供
の権利を尊重し、意見が反映されるように、
学校、家庭、地域が連携して人権教育を推進
します。

無 学校支援課

　計画策定において、子供・若者への意見聴
取を行いましたので、P3の4(2)に記載しまし
た。
　また、今後計画を実施・評価していくにあ
たり、子供・若者へ意見聴取を行っていくこ
とを盛り込みました（P150、第6章第3節）。

有 子育て支援課
P3～4
P150

No.97 子供の権利に関する啓発
No.98 人権教育・啓発の推進

⇒ここに子ども自身の声を聞く、
子ども会議など、先ずは子どもが
主体となることが必要だと思いま
すが、そこは盛り込まれていない
ように感じます。ご検討くださ
い。

P99

13
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No.127　PTA連合会活動の推進

⇒他県では県Pへの強制加入を辞め
るところも出ています。

様々な利害が絡み大変だとは思い
ますが、各校のPTAは各校のPTA活
動に専念させてあげることはお考
えにないのでしょうか。

各校のPTAへの参加が子育て世帯の
負担になっている中、連合会、県P
などの強制参加の発表会などの全
体の仕事を減らす施策は、無償化
などの市の負担が増える施策以上
に、喜んでもらえる施策になると
思います。

　PTAは子供たちの健やかな成長を支える活
動を目指しています。子供たちの豊かな教育
環境は、PTAを通した学校、家庭、地域の連
携、努力等によって支えられています。
　私たちを取り巻く社会とその環境は、ここ
数年大きく変化してきています。次代を担う
子供たちにとっては、豊富な体験を積み重ね
ることが極めて重要です。
　1人1人の可能性を広げていくこうした機会
を創り出し、社会全体で子供たちを優しく包
み込むことが、私たち大人の責務だと思いま
す。
　PTA活動が負担だとおっしゃる方もいらっ
しゃいますが、新しい時代に入った今こそ、
子育ての明るい未来を追求し、私たちにでき
ることを多くの人たちと学び合い、課題解決
に向けて意見交換をする時間、機会は大切で
あると考えます。

無 生涯学習課 P106
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No.131 不登校やいじめに関する対
策

⇒学校に行けない、行きづらい子
どもの居場所として、子ども支援
センターが大きな役割を担ってい
ると思いますが、選択肢の拡充が
喫緊の課題と思います。一気には
いかないと思いますが、行政だけ
でなく民間やNPOの居場所、フリー
スクールなど、とにかく選択肢を
増やしてください。

　さまざまな理由で学校に行きづらい子供が
安心して過ごせる居場所として子ども支援セ
ンターにふれあい教室を設置しています。
　また令和6年10月、不登校児童生徒の学び
が継続できる居場所の一つとして、市内全中
学校及び義務教育学校に、校内教育支援セン
ターを設置し、不登校生に寄り添った支援を
行っています。民間やNPO等のフリースクー
ルについては情報収集と連携について研究し
ているところです。

無 子ども支援センター P108
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No.142　赤ちゃんふれあいプロ
ジェクト（赤ちゃん教室）

⇒この施策は「学童期」の施策に
なっていますが、「青年期」に
も、「出産した親世代」にとって
もよい施策だと思っています。そ
れは赤ちゃんと触れ合うことで将
来の子育てのハードルや壁を低く
する以外にも、子育てを頑張る親
の承認欲求や自己肯定感の向上に
寄与する機会になっていると感じ
るからです。

コロナ禍で少し件数が下がってい
ますが、件数が上昇するよう頑
張っていただけたら嬉しいです。

　令和4年度までは、コロナ禍により中止と
なっていました。令和5年度に事業再開し、3
校で実施しました。令和6年度には5校で実施
し、実施した学校の児童生徒・教職員からも
参加いただいた赤ちゃんの保護者の方からも
好評をいただいています。生徒からは「早く
大人になりたい。」といった将来に対する前
向きな声や、赤ちゃんの保護者からは「児童
生徒と触れ合う赤ちゃんの様子や児童生徒の
感想を聞き、嬉しく思った。」と参加して良
かったとの声を頂戴しました。今後も事業拡
大に向けて取り組んでまいります。

無 学校支援課 P112
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病児保育の延べ利用人数の見込み
ですが、現時点での算定数として
は、仕方がないようにも思います
が、施設数が増加すれば見込数も
大きくなると思います。
他の和歌山市と同様の人口規模を
もつ市町村の見込人数と比べるべ
きと思います。
他の中核市の病児保育施設数、実
績、それを踏まえた見込み数の提
示をお願いします。

　中核市で病児保育（病児対応型）を実施し
ている自治体の平均施設数は約4施設です。
　見込み数については、人口増加率と既存施
設のキャンセル数を考慮して設定していま
す。

無 保育こども園課 P142
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